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１．環境保全に関する基本方針
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環境保全委員

00 環境保全事務局 生産技術部　設備課

― 民間機整備部 (注2) 民間機整備部　部長

15 宝塚分工場 宝塚分工場　分工場長

14 部品製造部 部品製造部　部長

13 民間機製造部 民間機製造部　部長

12 機体製造部 機体製造部　部長

11 生産技術部 生産技術部　部長

10 生産管理部 生産管理部　部長

09 資材部 資材部　部長

08 技術部 技術部　部長

07 飛行艇技術部 飛行艇技術部　部長

06 技能教育センタ 技能教育センタ　センタ長

05 品質保証部 品質保証部　部長

04 事業推進部 事業推進部　部長

03 営業統括部　(注1) 営業統括部　副部長

戦略企画部　部長

02 デジタル変革推進室 デジタル変革推進室　室長

部門名称 推進責任者

01 戦略企画部

航空機事業部　事業部長

内部監査チーム

環境管理責任者

生産技術部　部長

環境経営者

２．環境管理体制の整備
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課題抽出結果に基づく、環境保全活動計画（※航空機事業部全体：一部抜粋）

３．重点課題に係る計画



ShinMaywa Industries, Ltd. 04

公害上の分類 管理項目 管理方法 公害防止のために講ずる措置・対策

大気汚染 ・ばい煙（窒素酸化物、ばいじん） ・ボイラ燃焼状態を定期的に監視測定 ・ばい煙の定期分析による異常有無を監視

・ボイラメーカによる定期点検、機器整備を継続

・揮発性有機化合物（VOC） ・塗装施設の排出揮発成分を定期的に監視測定 ・遠隔監視契約を継続し、最適な燃焼状態を維持

・稼働前点検、定期的なフィルタ清掃・交換を実施

（社内「大気管理基準」による）

水質汚濁 ・下水（生産系排水） ・排出水を定期的に監視測定 ・排出水の定期分析による異常有無を監視

・下水（生活系排水） ・施設の定期点検による予防保全

・雨水 ・有害物質流出防止のため24時間連続監視を継続

・雨水側溝の清掃、年1回の水質分析を実施

（社内「水質管理基準」による）

騒音 ・工場設備騒音 ・敷地境界付近の騒音を定期的に監視測定 ・設備稼働音の定期測定による異常有無を監視

振動 ・航空機エンジン運転騒音 ・エンジン運転時の騒音を定期的に監視測定 ・エンジン運転の日時順守、定期的に測定実施

悪臭

（社内「騒音・振動・悪臭管理基準」による）

産業廃棄物 ・産業廃棄物 ・廃棄物置場の定期的な巡視により飛散漏洩の防止 ・廃棄物置場の定期巡視による飛散漏洩の防止

・特別管理産業廃棄物 ・電子マニフェスト運用及び処理業者を定期的に視察 ・廃棄物処理業者の視察による適正処理確認

・事業系一般廃棄物

（社内「廃棄物管理基準」による）

土壌汚染 ・有害物質使用特定施設 ・特定施設を定期的に点検 ・特定施設の定期点検による予防保全

・特定施設床面をFRPやステンレスで浸透対策実施

（社内「土壌管理基準」による）

公害防止対策（大気汚染、水質汚濁、騒音、振動、悪臭、産業廃棄物）

４．公害防止対策に係る計画
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５-１．電気・燃料等の前年度使用量及び今年度使用予定量

５．地球温暖化対策に係る計画

（甲南工場のみ：兵庫県条例に基づく実績／計画の報告より）
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５-２．基準年度と前年度及び今年度と2030年度の二酸化炭素の排出削減目標
（その他温室効果ガスが発生している場合はその排出量、排出削減目標も含む。）

５．地球温暖化対策に係る計画

注記：抑制率（％）：（当該年度排出量 － 基準年度（2017年度）排出量）／基準年度（2017年度）排出量
2030年度においては、基準年度（2017年度）実績の「38％低減」を目標としている。（既に達成している項目も継続して取組み）

（甲南工場のみ：兵庫県条例に基づく実績／計画の報告より）



ShinMaywa Industries, Ltd. 07

５-３．目標達成のために講ずる措置・対策

５．地球温暖化対策に係る計画
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(航)
ESG
No.

ESG重要課題 項目 細目 24年度目標

3 環境にやさしい製品
・有害化学物質の
適正管理と削減

使用量の削減
購入量・使用量・廃棄量の調査及び集計を継

続
適用法令（海外・国内）のより深い理解の推進

低環境負荷材料の理解

含有物質算出精度の向上

4 気候変動への対応 ・フロン適正処理
定期点検によるフロン類漏洩の予防
保全を実施

全数 (100%)

5
水質・土壌の安全管

理
・廃水処理・表面処理での
事故撲滅

予防保全実施による突発事故の撲滅 事故0

・PCB管理 現保管品の処分、保管状況の確認 2023年4月に処分完了

7
廃棄物削減と
リサイクル

～産業廃棄物～
・発生量の抑制

積層プログラムの改善による複合材料
使用量を削減

729t/年（事業部全体）有効期限付材料の購入量適正化

・排出量の抑制 有効期限付材料の廃棄管理徹底

有価物化の推進

・埋立量の削減 廃プラの分別徹底
3.2t/年（事業部全体）

ガラス・陶器類のリサイクル業者の開拓

～一般廃棄物～
・排出量の抑制
（「可燃ごみ」）

紙、プラスチック類、缶、ペットボトル類の分別
回収推進による排出量削減・勉強会

6,000kg/年

回収時の立会チェックと分別指導 随時

12 人材育成

・必要資格保有者の
育成・確保

公害防止管理者（水質関係）資格の拡充 各分野におけるe-ラーニング実施体制の確立

・緊急時の訓練
表面処理、危険物貯蔵所、給油所での
漏洩を想定した緊急時訓練を実施

各訓練項目で年1回以上

14 コミュニティとの調和

～工場騒音の監視～
・飛行艇エンジン運転
試験の適正管理

近隣自治会等へエンジン運転情報の連絡
苦情0

エンジン運転スケジュールの厳守

・工場設備の稼働状況
監視

敷地境界での騒音測定実施 法規制値順守

一部設備の夜間早朝稼動制限を実施 自主基準値順守

～地域社会への貢献～
・ボランティア活動への
積極的参加

近隣地域や駅までの通勤経路等の
清掃活動を実施

年1回（11月）

18 基本と正道の徹底

～ISO14001の維持管理～
内部監査

年1回以上実施 年1回以上

定期サーベランス 審査機関：日本環境認証機構 7月

EMSマネジメントレビュー 活動を振返り、将来への改善提案 年1回以上

課題抽出結果に基づく、環境保全活動計画（一部抜粋）

６．その他環境保全活動に係る計画


